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■専門科目表の見方（経済学科専門科目） 

次のページから掲載されている経済学科専門科目表では、以下の事項が掲載されています。 
 

科目 

ナンバリング 
科 目 名 

授業

時間
単位

履修

年次

Cluster 
他学科

履修
備考

ディプロマ・ポリシーに記載の

学修成果該当項目 
理論 現代 グ地 SUC

1 2 3 4 5 6 7

…
① 

…
② 

…
③ 

…
④ 

…
⑤ 

…
⑥ 

…
⑦ 

…
⑧ 

…
⑨ 

 

①科目ナンバリング 
授業科目を区分するための記号と番号。アルファベットは科目の特性、数字はレベルを表し

ます。詳しくは「第Ⅲ章 ６．科目ナンバリング」（19頁）を参照してください。 
②科 目 名 時間割表などに掲載される科目名称です。 

③授業時間 
その科目を修得するために必要な授業時間数を示しています。単位は「時間」です。なお、

本学の授業は１時間を45分として開講しています。授業時間が30時間の科目は週１回、60時
間の科目は週２回開講されています。 

④単  位 その科目を合格することで修得できる単位数です 
⑤履修年次 その科目を何学年次から履修することができるかを表します。 

⑥Cluster 

どの科目が科目群（クラスター）の指定する科目かを表します。選択した科目群（クラスタ

ー）列に「▲」が付されている科目を18単位以上修得する必要があります。なお、科目群（ク

ラスター）名は以下の略です。 
理論：経済理論・統計学／現代：現代経済／グ地：グローバル地域経済／SUC：SUCCEED 

⑦他学科履修 
経済学科生以外の学生の履修の可否を表します。この欄に「×」が付されている科目は、経

済学科生以外は履修できません。 
⑧備  考 その科目を履修する際の注意事項や条件、制限事項などが記載されています。 

⑨ディプロマ・ポリシ

ーに記載の学修成果該

当項目 

その科目がディプロマ・ポリシーで示されたどの学修成果項目に該当するかを表します。◎

は最も該当、○は該当することを意味します。各番号は以下の学修成果項目を表します。 
1. 経済学を用いて、社会現象を複眼的視点から論理的に理解・分析することができる。 
2. 数量的・統計的データを正確に理解することができる。 
3. 日本・世界の経済・社会に関する知識を持ち、活用することができる。 
4. 経済問題について、日本語や英語を用いて、他者の考えを正確に理解し、自らの考えを明

確に伝えることができる。 
5. 世界の多様性、及び経済問題・社会問題の多面性を理解し、適切な議論を行うことができ

る。 
6. 経済学の学修を通じて、自らの行動を律し、他者と協力しながら、目標を達成できる。 
7. 社会の発展、人びとの幸福への方途を、経済学を用いて提案することができる。 
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1 2 3 4 5 6 7

ECON111 ミクロ経済学 60 4 1～ ○ ○ ○ 〇 ◎ ○ ○ ○

ECON113 Principles of Microeconomics 60 4 1～ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○

ECON315 ミクロ経済学中級（HP） 60 4 1～ ○▲ ○▲ ○▲ x 注１ ◎ ○ ○ ○ ○

ECON112 マクロ経済学 60 4 1～ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ○ ○ ○

ECON114 Principles of Macroeconomics 60 4 1～ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ○ ○ ○

ECON316 マクロ経済学中級（HP) 60 4 1～ ○▲ ○▲ ○▲ x 注１ ◎ ◎ ○ ○ ○

ECON121 経済数学入門Ａ 60 4 1～ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ○

ECON221 経済数学入門Ｂ 60 4 1～ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ○

ECON223 Introductory Mathematics for Economics Ⅰ 30 2 1～ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ○

ECON224 Introductory Mathematics for Economics Ⅱ 30 2 1～ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ○

ECON151 経済と歴史 60 4 1～ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ○ ◎

ECON152 Economic History 60 4 1～ ○ ○ ○ ○ 連携(法) ◎ ◎ ○ ◎

ECON122 基礎統計学Ａ 60 4 1～ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎

ECON222 基礎統計学Ｂ 60 4 1～ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎

ECON225 Statistics for Economics and Business Ⅰ 30 2 1～ ○ ○ ○ ○ 連携(営) ◎ ◎ ◎

ECON226 Statistics for Economics and Business Ⅱ 30 2 1～ ○ ○ ○ ○ 連携(営) ◎ ◎ ◎

ECON131 簿記入門 30 2 1～ ○ ○ ○ ○ ◎

ECON132 Introduction to Financial Accounting 30 2 1～ ○ ○ ○ ○ ◎

ECON201 演習Ⅰ 30 2 2～ ○ ○ ○ ○ x ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ○

ECON202 Progressive Seminar Ⅰ 30 2 2～ ○ ○ ○ ○ x ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ○

ECON301 演習Ⅱ 30 2 3・4 ○ ○ ○ ○ x ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ○

ECON303 Progressive Seminar Ⅱ 30 2 3・4 ○ ○ ○ ○ x ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ○

ECON302 演習Ⅲ 30 2 3・4 ○ ○ ○ ○ x ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ○

ECON304 Progressive Seminar Ⅲ 30 2 3・4 ○ ○ ○ ○ x ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ○

ECON311 ミクロ経済学中級 60 4 2～ ▲ ▲ ▲ 連携(営) ◎ ○ ○ ○ ○

ECON312 マクロ経済学中級 60 4 2～ ▲ ▲ ▲ 連携(営) ◎ ◎ ○ ○ ○

ECON313 Intermediate Microeconomics 60 4 2～ ▲ ▲ ▲ ▲ 連携(国) ◎ ○ ○ ○ ○

ECON314 Intermediate Macroeconomics 60 4 2～ ▲ ▲ ▲ ▲ 連携(国) ◎ ◎ ○ ○ ○

ECON321 経済数学 60 4 2～ ▲ ◎ ○

ECON322 データ・サイエンス 60 4 2～ ▲ ◎ ◎ ◎

ECON331 金融論 60 4 2～ ▲ ▲ ◎ ○ ◎ ○ ○

ECON332 財政学 60 4 2～ ▲ ▲ ◎ ○ ◎ ○ ○

ECON351 日本経済史 60 4 2～ ▲ ◎ ○ ◎ ○ ○

ECON361 開発と貧困の経済学 60 4 2～ ▲ ◎ ○ ○ ○ ◎ ○ ◎

ECON191 社会貢献と経済学 30 2 1～ × ○ ○ ◎

INFO111 微積分学Ⅰ 30 2 2～ 連携(情) ◎

INFO114 微積分学Ⅱ 30 2 2～ 連携(情) ◎

ECON231 資本市場と証券投資 30 2 2～ ▲ 連携(営) ◎ ○ ◎ ○ ○ ○

ECON232 簿記演習 30 2 2～ ◎

ECON261 グローバル経済Ⅰ 30 2 2～ ▲ ◎ ○ ◎ ○ ◎ ○ ○

ECON262 グローバル経済Ⅱ 30 2 2～ ▲ ◎ ○ ◎ ○ ◎ ○ ○

ECON291 特殊講義Ａ 60 4 1～

ECON292 経済特論Ⅰ 30 2 1～

ECON293 経済特論Ⅱ 30 2 1～

ECON323 統計学 60 4 3・4 ▲ ◎ ◎ ◎

※備考の[認定用]は海外留学等による単位認定用科目（条件があります）、[制限外]は履修制限除外科目を表します。

※他学科履修欄に「×」が付いている科目は、経済学科生以外は履修出来ません。

その他の選択科目

○選択必修科目　▲科目群（クラスター）選択必修科目　（無印）選択科目　　※選択した Cluster の▲印を１８単位以上修得すること。

※備考の「連携～」は他学科と連携して開講されることを表します。()内は連携先学科を表します。

※備考の注1　オナーズ・プログラム (HOPE)学生のみ履修可。

マクロ経済学（４単位）

経済数学入門（４単位）

演習Ⅰ（２単位）

演習Ⅱ（２単位）

演習Ⅲ（２単位）

選択科目  ３８単位以上　※選択した Cluster の▲印を１８単位以上含むこと

簿記（２単位）

他学科

履修

経済と歴史（４単位）

統計（４単位）

選択必修科目　２８単位以上（各科目領域から指定された単位数をそれぞれ修得すること）

ミクロ経済学（４単位）

備考

科目導入科目

■経済学部 経済学科 専門科目表 （2019年度入学生用）
科目群（クラスター） ディプロマ・ポリシーに記載の

学修成果該当項目
理論 現代 グ地 SUC

科目

ナンバリング
科　目　名

授業

時間
単位

履修

年次
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1 2 3 4 5 6 7

ECON333 会計学 60 4 3・4 ○ ◎

ECON341 日本経済論 60 4 2～ ▲ ▲ ◎ ◎ ◎ ○ ○

ECON342 労働経済論 60 4 2～ ▲ ◎ ◎ ○

ECON343 環境経済論 60 4 2～ ▲ 連携(法) ◎ ○ ○ ○ ○

ECON344 国際経済論 60 4 3・4 ▲ ▲ ◎ ○ ◎ ○

ECON345 公共経済論 60 4 3・4 ▲ ◎ ○ ◎

ECON346 農業経済論 60 4 3・4 ▲ ◎ ○ ○ ○

ECON352 西洋経済史 60 4 2～ ▲ ◎ ◎ ○ ○

ECON353 経済学史 60 4 3・4 ▲ ▲ ◎ ○ ◎ ○ ○

ECON354 現代経済史 60 4 3・4 ▲ ◎ ○ ◎ ◎ ○ ○

ECON362 中国経済論 30 2 3・4 ▲ ○ ○ ◎ ○

ECON363 アジア経済論 30 2 3・4 ▲ ○ ○ ◎ ○

ECON364 ロシア･ユーラシア経済論 30 2 3・4 ▲ ○ ○ ◎ ○

ECON365 ヨーロッパ経済論 30 2 3・4 ▲ ○ ○ ◎ ○

ECON366 アフリカ経済論 30 2 3・4 ▲ ○ ○ ○ ◎ ◎ ○ ○

ECON367 ラテン・アメリカ経済論 30 2 3・4 ▲ ○ ○ ◎ ○

ECON381 人間主義経済学 30 2 3・4 ◎ ○ ◎ ○ ○ ○ ◎

ECON391 特殊講義Ｂ 60 4 2～

ECON392 経済特論Ⅲ 30 2 2～

ECON393 経済特論Ⅳ 30 2 2～

ECON394 法と経済Ａ 60 4 2～ ◎

ECON395 法と経済Ｂ 60 4 3・4 ◎

ECON401 演習Ⅳ 30 2 4 ▲ ▲ ▲ ▲ x ◎ ○ ◎

ECON402 卒業論文研究 60 4 4 x ◎

ECON403 Progressive Seminar Ⅳ 30 2 4 ▲ ▲ ▲ ▲ x ◎ ○ ◎

ECON404 Capstone Thesis 60 4 4 x ◎

INFO452 情報システムモデリング 30 2 3・4 連携(情) ◎

ECON491 特殊講義Ｃ 60 4 3・4

ECON492 特殊講義Ｄ 60 4 3・4

ECON493 経済特論Ⅴ 30 2 3・4

ECON494 経済特論Ⅵ 30 2 3・4

ECON511 ミクロ経済学上級 60 4 3・4 ▲ ◎ ○ ◎ ○ ○

ECON512 マクロ経済学上級 60 4 3・4 ▲ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○

ECON521 計量経済学上級 60 4 3・4 ▲ ◎ ○ ○

ECON531 財政学上級 60 4 3・4 ▲ ◎ ○ ○

ECON532 ファイナンス論 60 4 3・4 ▲ ▲ ◎ ◎ ◎ ◎ ○

ECON174 Foreign Studies 30 2 1～ [認定用] ◎

ECON273 International Economy and Business Ⅰ 45 3 1～ x [認定用]

ECON274 International Economy and Business Ⅱ 45 3 1～ x [認定用]

ECON275 International Economy and Business Ⅲ 45 3 1～ x [認定用]

ECON276 World Economy Ⅰ 30 2 2～ ▲

ECON277 World Economy Ⅱ 30 2 2～ ▲

ECON278 World Economy A 60 4 2～ ▲

ECON279 World Economy B 60 4 2～ ▲

ECON294 International Internship Ａ 60 4 1～ ▲ ◎

ECON295 International Internship Ｂ 60 4 1～ ▲ ◎

ECON334 Principles of Finance 60 4 2～ ▲ ▲ ▲ ◎ ○ ○ ○

ECON335 International Finance 30 2 2～ ▲ ▲ ▲ ◎ ○ ◎ ○ ○

ECON336 Econometrics 60 4 2～ ▲ ▲ ◎ ◎ ○

ECON347 Economic Issues of Contemporary Japan 30 2 2～ ▲ ▲ ▲ ◎ ◎ ○ ○

ECON355 Economic Development of Japan Ⅰ 30 2 2～ ▲ ▲ ▲ 連携(営･法) ○ ◎ ○ ○

ECON356 Economic Development of Japan Ⅱ 30 2 2～ ▲ ▲ ▲ ○ ◎ ○ ○

ECON357 Political Economy of Japan and Asia 30 2 2～ ▲ ▲ 連携(営･法) ○ ◎ ○ ○

ECON368 Chinese Economy 30 2 2～ ▲ ▲ ◎ ○

ECON369 Indian Economy 30 2 2～ ▲ ▲ ◎ ○

ECON371 Development and Environment 60 4 2～ ▲ ▲ 連携(営) ◎ ◎ ○

LAWP234 International Relations 60 4 2～ ▲ 連携(営･法)

LAWP235 International Environmental Policy 30 2 2～ ▲ 連携(営･法)

科目

ナンバリング

選択科目  ３８単位以上（つづき）　※選択した Cluster の▲印を１８単位以上含むこと

備考
理論 現代 グ地 SUC

科　目　名
授業

時間
単位

履修

年次

他学科

履修

○選択必修科目　▲科目群（クラスター）選択必修科目　（無印）選択科目　　※選択した Cluster の▲印を１８単位以上修得すること。

※備考の「連携～」は他学科と連携して開講されることを表します。()内は連携先学科を表します。

※備考の[認定用]は海外留学等による単位認定用科目（条件があります）、[制限外]は履修制限除外科目を表します。

※他学科履修欄に「×」が付いている科目は、経済学科生以外は履修出来ません。

ディプロマ・ポリシーに記載の

学修成果該当項目

科目群（クラスター）
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LAWP232 Peace Studies 30 2 2～ ▲ 連携(営･法)

LAWP233 Area Studies in International Law Perspectives 30 2 2～ ▲ 連携(法)

ECON376 Contemporary Economy and Business Ⅰ 30 2 2～ ▲

ECON377 Contemporary Economy and Business Ⅱ 30 2 2～ ▲

ECON378 Contemporary Economy and Business Ⅲ 30 2 2～ ▲

ECON379 Contemporary Economy and Business Ⅳ 30 2 2～ ▲

ECON382 World Economy Ⅲ 30 2 2～ ▲

ECON383 World Economy Ⅳ 30 2 2～ ▲

ECON384 World Economy Ⅴ 30 2 2～ ▲

ECON385 World Economy Ⅵ 30 2 2～ ▲

ECON386 World Economy C 60 4 2～ ▲

ECON387 World Economy D 60 4 2～ ▲

ECON388 World Economy E 60 4 2～ ▲

ECON396 Business and Japanese People 30 2 2～ ▲ ▲ ▲ 連携(営･法) ◎ ○ ○

ECON397 Human Resources Management in Japan and Asia 30 2 2～ ▲ ▲ ▲ 連携(法) ◎ ○ ○

ECON398 International Economy and Business Ⅳ 45 3 2～ x [認定用]

ECON399 International Economy and Business Ⅴ 45 3 2～ x [認定用]

BUSI274 International Context in Business 60 4 2～ ▲ 連携(営･法)

BUSI232 Principles of Marketing 60 4 2～ ▲ 連携(営･法)

BUSI275 Financial Management 60 4 2～ ▲ 連携(営･法)

BUSI333 Principles of Consumer Behavior 60 4 3・4 ▲ 連携(営･法)

BUSI385 Business Ethics 30 2 3・4 ▲ 連携(営)

LAWP351 Environmental Law 30 2 3・4 ▲ 連携(営･法)

LAWP342 International Human Rights 60 4 3・4 ▲ 連携(営･法)

INLA381 Development Economics  60 4 3・4 ▲ 連携(法･国)

INLA481 International Economics 60 4 3・4 ▲ 連携(国)

ECON481 World Economy Ⅶ 30 2 2～ ▲

ECON482 World Economy Ⅷ 30 2 2～ ▲

ECON483 World Economy F 60 4 2～ ▲

ECON484 World Economy G 60 4 2～ ▲

ECON102 オナーズ・セミナーⅠ 30 2 1～ x [制限外] ◎ 〇 〇 〇 〇 ◎

ECON103 オナーズ・セミナーⅡ 30 2 1～ x [制限外] ◎ ◎ 〇 〇 〇 ◎

ECON203 オナーズ・セミナーⅢ 30 2 2～ x [制限外] ◎ ◎ 〇 〇 〇 ◎ ◎

ECON171 Introduction to Economic Reasoning 60 4 1～ x ◎ ◎ ◎

ECON172 Global Economy Lecture 30 2 1～ x ◎ ○ ◎ ◎ ◎

ECON271 Economics Lecture A 60 4 1～ x ◎ ○ ◎ ◎ ◎

ECON272 Economics Lecture B 60 4 1～ x ◎ ○ ◎ ◎ ◎

ECON183 Academic Foundations for Economic Majors Ⅰ 60 2 1～ x ◎ ◎ ○

ECON184 Academic Foundations for Economic Majors Ⅱ 60 2 1～ x ◎ ◎ ○

ECON185 Global Economy Laboratory 60 2 1～ x ○ ○ ◎ ◎ ◎

ECON282 Economics Laboratory A 60 2 1～ x ◎ ○ ◎ ◎ ◎

ECON283 Economics Laboratory B 60 2 1～ x ◎ ○ ◎ ◎ ◎

ECON181 Economics English Communication Ⅰ 60 2 1～ x ◎

ECON182 Economics English Communication Ⅱ 60 2 1～ x ◎

ECON281 Economics English Communication Ⅲ 60 2 2～ x ◎

オナーズ・プログラム (HOPE)　※オナーズ学生のみ履修可　※専門選択科目の単位として算入されます

International Program　※専門選択科目の単位として算入されます

International Program を履修しない経済学部生のための英語科目　

ディプロマ・ポリシーに記載の

学修成果該当項目
理論 現代 グ地 SUC

単位
履修

年次

科目群（クラスター）

他学科

履修
備考

科目

ナンバリング
科　目　名

○選択必修科目　▲科目群（クラスター）選択必修科目　（無印）選択科目　　※選択した Cluster の▲印を１８単位以上修得すること。

※備考の「連携～」は他学科と連携して開講されることを表します。()内は連携先学科を表します。

※備考の[認定用]は海外留学等による単位認定用科目（条件があります）、[制限外]は履修制限除外科目を表します。

※他学科履修欄に「×」が付いている科目は、経済学科生以外は履修出来ません。

学部学科英語科目　※この科目は「言語科目（英語）」の単位として取り扱われます

Inernational Programを履修する経済学部生のための英語科目

授業

時間

選択科目  ３８単位以上（つづき）　※選択した Cluster の▲印を１８単位以上含むこと

 
 
 


